
 

1 

 

 

2024 年 5 月 15 日 

各 位 
Ｇ Ｍ Ｂ 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長  松 岡 祐 吉 

（コード番号：7214 東証スタンダード） 

問 合 せ 先  専 務 取 締 役  善 田 篤 志 

（ ℡  0 7 4 5 － 4 4 － 1 9 1 1 ） 

 
 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

当社は、本日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対

応について、下記の通り決定しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 現状認識 

2024 年３月期の ROE は 1.8％と当社が認識している株主資本コスト 8～9％程度を大き

く下回る状況にあり、PBR につきましても、直近で 0.3 倍と１倍割れの水準が継続してお

ります。これらの要因として、最終利益が安定せず、利益率も低い状況が続いているこ

と、その改善のための成長戦略に対する情報発信が不足していることなどがあると考えて

おります。 

  2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

期末終値（円） 1,768  861  565  974  744  869  1,150  

EPS（円） 334  43  ▲174  ▲60  125  229  77  

BPS（円） 4,340  4,159  3,875  3,801  4,012  4,172  4,312  

PBR（倍） 0.4  0.2  0.1  0.3  0.2  0.2  0.3  

ROE（％） 8.2  1.0  ▲4.3  ▲1.6  3.2  5.6  1.8  

 

２． 基本方針 

上記の現状認識を踏まえ、収益力の向上、資産効率性の向上、成長戦略に関する情報発

信の強化などにより、ROE と PER を継続的に改善することで、PBR の改善を目指します。 

そのために、当社は 2026 年度の ROE7％を目標とする中期経営計画を策定いたしました。

その計画を着実に実行してまいります。 

 

３． 具体的な対応 

① 成長戦略の実行 

② 株主還元の強化 

③ ＩＲ活動の強化 

 

※内容の詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

以 上 



2024年5月15日

ＧＭＢ株式会社
東証スタンダード市場

証券コード：7214
https://www.gmb.jp 

資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応



8.2

1.0

▲ 4.3
▲ 1.6

3.2
5.6

1.8

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023
-10

-5

0

5

10

15

0.4

0.2
0.1

0.3
0.2 0.2

0.3

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

現状分析
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• PBRは直近0.3倍と1倍割れの状況が続いている
• 株主資本コストを8～9％程度と認識しているが、ROEはそれを継続して下回っている
• PERは同業平均10倍程度に対して、低い状況が続いている
• これらの要因として、最終利益が安定せず、利益率も低い状況が続いていること、その改善のための

成長戦略に対する情報発信が不足していることなどが考えられる。

PBRの推移 ROEの推移

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023
期末終値 （円） 1,768 861 565 974 744 869 1,150 
EPS （円） 334 43 ▲174 ▲60 125 229 77 
PER （倍） 5.3 19.9 ▲3.2 ▲16.2 5.9 3.8 14.9 
BPS （円） 4,340 4,159 3,875 3,801 4,012 4,172 4,312 
PBR （倍） 0.4 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2 0.3 
ROE （％） 8.2 1.0 ▲4.3 ▲1.6 3.2 5.6 1.8 



PBR改善に向けた対応方針
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PBR

ROE
（収益性・効率性）

PER
（期待値）

収益力の向上
・中期経営計画に基づく成長戦略の実行
・継続的なコストの削減
・事業ポートフォリオの見直

資産回転率の向上
・キャッシュコンバージョンサイクルの改善
・遊休資産の処分

成長戦略に関する情報発信の強化
人的資本経営・サステナブル経営の推進
ＩＲ活動の強化



具体的な対応① 成長戦略の実行

4

• 2026年度のROE 7.0％を目標とする中期経営計画を策定＆始動
• 次の重点戦略を中心に、成長投資に資金を優先配分し、事業の拡大と収益の向上を図る

① 電動化対応
② 顧客のグローバル戦略対応
③ 補修用部品の拡販
④ OEM外注化対応

※ 詳しくは2024年5月15日開示の「中期経営計画の策定に関するお知らせ」を参照ください。
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具体的な対応② 株主還元の強化
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配当方針の明確化

【従来】
将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続し

て実施する。

【変更後】
将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、年間40円を最低配当金

とし、2026年度までに連結配当性向25％を目標とする配当を実施する。

25％目標

配当金と配当性向の推移・計画

• 安定配当の最低水準を引き上げ、配当性向の目標値を設定する配当方針に見直し、株主還元を強化

※調整後連結配当性向とは、損益の一時的特殊要因である韓国子会社の退職給付債務の数理計算上の差異およびそれにかかる税金費用相当額、非支配株
主に帰属する当期純利益の影響を試算、控除したもの

（予想）

最低40円



具体的な対応③ ＩＲ活動の強化
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• コロナ禍以降開催を見合わせていたアナリスト・機関投資家向け決算説明会の再開
• コーポレートサイトのリニューアル（2024年3月更新済）と活用による情報発信の強化
• 機関投資家との面談や取材対応、個人投資家向け説明会等、対話の機会の増加

新コーポレートサイト（https://www.gmb.jp）のトップページとＩＲ情報「GMB早わかり」ページ



 将来予想に関連する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約
や保証を与えるものではありません。

 予想と異なる結果になることがある点を認識されたうえでご利用ください。

 本資料および当社IRに関するお問い合わせは、下記にお願いしいたします。

＜お問い合わせ先＞
ＧＭＢ株式会社 経営企画部 

 Email  ：   ir@gmb.jp

mailto:ir@gmb.jp
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